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2009年度第３回阪神地区協議会運営委員会 議事録 

日 時：2010年 1月 29日（金）14：00～１7：00 

場 所：関西外国語大学図書館学術情報センター 

出席者：研究会幹事校 神戸山手大学図書館 早川 宏美 

研究会副幹事校 大阪成蹊大学図書館 真木 和子 

相互利用運営幹事校 神戸国際大学図書館 筆保 直子 

監事校 大手前大学図書館 守屋 祐子 

次期理事校             桃山学院大学図書館         武内 元治 

理事校 関西外国語大学図書館          藤津 滋生 

2009年度第 2回総会議長校  神戸芸術工科大学図書館      宮本 直子 

     オブザーバー            桃山学院大学図書館         楠  雅成 

 

 

議題 1．2009年度第 2回阪神地区協議会定期総会の運営について 

 理事校から、資料に基づき、来る 2 月 25 日（木）に開催される第 2 回定期総会の運営について報

告した。 

 １．朗読ＧＥＮ公演（13：30～14：30） 

 ２．総会（14：45～16：30） 

 

議題 2．2009年度第 2回阪神地区協議会定期総会議長の選出について 

 輪番制により、本日出席の神戸芸術工科大学図書館の宮本直子さんであることを確認した。 

 

議題 3．2010年度以降阪神地区協議会役員校輪番制について 

１． 「私立大学図書館協会西地区部会阪神地区協議会役員校ローテーション関係資料に関す

る申し合わせ」（2009年 4月 1日施行）の文言の訂正、追加を協議のうえ以下のようにした。 

1）３．3）2行目最後「理事長候補のグループ」を「理事校候補のグループ」に。 

２．５．2 行目「営委員館及び能力開発専門委員会委員の選出」は「営委員館、能力開発専門委

員会委員及び広報・ＷＥＢ専門委員の選出」に。 

 ２．2009年度基礎資料 

 入学定員による役割ごとの加盟校を確認した。 

 ３．役員校ローテーション表 

 「私立大学図書館協会西地区部会役員校・当番校輪番制」（2009.9.17 資料）により、2010 年度～
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2016年度までの西地区部会役員校を書き入れたものを協議した。 

 ４．定期総会議長校ローテーション表 

 神戸夙川学院大学は 2007 年度新規加盟であったが、3 年ルールが切れたので、2010 年度第 1

回議長校になることを確認した。 

 

議題 4．2010～2011年度阪神地区協議会役員校について 

 ローテーション表により、2010年度～2013年度までの役員校一覧を提示し、確認した。 

 

議題 5．その他 

1.近畿地イニシアティブの委員について 

  1）運営委員館 

  2）能力開発専門委員会 

  3）広報・ＷＥＢ専門委員会 

   1）運営委員館は引き続いて、関西学院大学と甲南大学 

   2）能力開発専門委員の 2010年度～2011年度の人選 

   3）広報・ＷＥＢ専門委員会の 2010年度～2011年度人選 

 

2.輪番制確定資料調査について 

  輪番制の基礎資料となる調査を近日中に行いたい。「回答用紙」の雛型を協議して決めた。 

 

3.阪神地区のホームページについて  

  ホームページ委員の三村から、ホームページについて説明。理事校担当者は、会議・研究会の

開催通知を各大学に通知または受領時、速やかにホームページ委員にファイルを送付し、ホーム

ページ委員はこれを元に「1 行お知らせ」を作成することになった。また、開催後は会議・研究会

の主催者から議事録あるいは記録のファイルを速やかに入手し、ホームページ委員にファイルを

送付することを確認した。 

 

4.西地区研究会の発表者を阪神地区から 

  これは、すでに他地区から発表者が出そろったので、無理に出さなくてもよい。 

 

5.2010年度全国総会ほか予定 

   1）西地区総会当番校：九州共立大学で 6月 18日（金）頃に 

   2）西地区部会研究会当番校：金城学園大学で 10月 21日（木）に 
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6.校名変更 

  ＊2010年 4月より宝塚造形芸術大学から宝塚大学へ 

 

7.その他 

＊2009年度第 1回総会及び第 2回運営委員会の懸案事項 

      1）近畿イニシアティブの運営委員及び専門委員の輪番制について 

        継続中 

      2）阪神地区協議会運営委員の拡大について 

        拡大する必要はない。 

      3）相互利用運営幹事校に副幹事校を新設について 

        次期、理事校に参加してもらっているので必要ない 

      4）輪番制の基礎資料の「入学定員数」を「収容定員」にすることについて 

        これまで通り、「入学定員数」でいく。 

5）分担保存委員会について 

      インターネットの時代に、原誌（紙）を所蔵している館を調べてまで、ＩＬＬ業務をしていな

い現状に鑑み、これまで通り保存する意義はあるのか、を協議した。京都地区でも協議

に入っている、と聞いている。2010年度第 1回総会に計ったらどうか、との意見。 

 

 以上で、議事を終了し閉会した。 

 

配布資料は、各項目で 

                                               以上 


